
１．はじめに 

　人は日常生活の中で、様々なストレスを受けな

がら過ごしている。厚生労働省（2017）による

と、全国の 12 歳以上の者（入院者、熊本県を除

く）の日常生活における悩みやストレスは、「ある」

が 47.7％、「ない」が 50.7％であった。男女とも

に 30 代から 50 代にストレスを感じる者の割合が

高く、性別では男性が約 5 割、女性は約 6 割がス

トレスや悩みを抱えていると回答した。大学生の

年代が含まれている 12 ～ 19 歳においては、男性

（31.1％）、女性（39.9％）であり、ストレスや悩み

を感じながら過ごす人は 20 代以降に比べて少ない

ものの、3 人に 1 人の割合にのぼっていた。

　山田・天野（2003）は大学生のストレスレベル

の高さを明らかにしているが、特にストレスの程度

が高かったのは短期大学の女子学生であり、主要な

ストレッサーは「課題の多さ」であった。短期大学

においては短い年数で多くの科目を修める必要があ

ることから、ストレスレベルが高くなるものと考え

られる。

　日本学生支援機構は、定期的に実施している大

学生活調査において大学生の不安や悩みについて

調査している。日本学生支援機構（2016）による

と、私立短期大学昼間部の所属学生の不安や悩みの

うち、「授業内容についていっていない」が「大い

にある」（3.7％）、「少しある」（29.7％）で、「経済

的に勉強を続けることが難しい」は「大いにある」

（2.6％）、「少しある」（12.2％）であり、「学内の友

人関係の悩みがある」は「大いにある」（2.8％）、

「少しある」（14.0％）であった。それぞれの質問項

目の「大いにある」の数値は、文部科学省（2014）

が示した中途退学率（2.65％）や、中途退学者の主

な退学要因として挙げられている「学業不振」と「経

済的理由」の割合と類似するように思われる。

　青年期は、自分なりの考え方や人生観を持つとい

う発達課題と向き合い、自分自身のあり方や将来を

模索して悩む時期である。例えば「課題が多い」、

「授業内容についていくのが大変だ」と感じた時に、

「自分はどのような状況におかれているか」、「自分

はどうしたいのか」、「どうすれば解決できるか」を

考えて問題解決へ向けて取り組み、それを達成する

ことは学生本人の自信につながるだろう。一方で、

大学へ入学して学び始めたところで「自分が想像し

ていたものと違った」、「自分には合わない」と感じ

る学生は、当初想定していた理想の将来像と現実と

のギャップに悩んで学業へ身が入らなくなり、授業

への参加に大きな心理的負担を感じることとなりう

る。

　また、青年期の発達課題においては、自分らしさ

を保ちながら社会と上手に折り合いをつけ、社会の

中で自分が認められていると感じられるような「居

場所作り」をすることも大切なテーマである。大学
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者 4 名で検討し、この中から 11 件を採用して質問

項目を独自に作成した。ストレスに関する質問は、

合計 43 項目であり、「とても気になった（4 点）」

～「経験しない・感じない（0 点）」の 5 件法によっ

て回答を求めた。

6．分析方法

1）大学生の不安や悩みに関する質問項目について、

　学年別に回答の内訳（割合）を算出し、JASSO

　調査の回答の内訳（割合）の傾向との違いをみる

　ためにX 2 検定を行った。

2）ストレスに関わる質問項目それぞれについて、

　平均値および標準偏差を学年別に算出した。

3）大学生活におけるストレスに関する質問項目へ

　の回答傾向について学年による違いをみるため　

　に、Mann-Whitney の U 検定により比較分析を

　行った。

4）ストレスに関わる質問項目のうち「大学生用日

　常生活ストレッサー尺度」の下位尺度得点につい

　て、学年による違いをみるために t 検定を行った。

5）退学者が在学時に感じていたストレスの要素を

　調べるために、アンケート実施日以降の退学者 4

　名の回答傾向を確認した。

　なお、統計ソフトは SPSS（Ver.23）を用いた。

7．倫理的配慮

　本研究は松本短期大学倫理委員会の審査を受け、

承認された（承認番号：2016，1 － 1）。調査の実

施にあたり、対象者へ書面と口頭による説明によっ

て同意を得た。口頭説明では、1）本研究への参加

が対象者の自由意思であること、2）研究に参加し

ないことで不利益をこうむることはないこと、3）

調査への参加は途中で取りやめられること、4）統

計的に処理するため個人は特定されないこと、を伝

えた。調査への同意は、アンケート用紙の提出にて

確認した。

Ⅲ　結果

　調査対象者のうち123名（男性23名、女性100名）

から回答が得られ（回収率 86.0％）、全ての調査用

紙を分析対象とした（有効回答率 100.0％）。学年

別の内訳は、1 年生 69 名（男性 9 名、女性 60 名）、

2 年生 54 名（男性 14 名、女性 40 名）であった。

1．不安や悩みの状況

　まず、JASSO 調査に用いられた、不安や悩みに

関する質問 5 項目の回答の内訳（割合）を学年別

に算出し、JASSO 調査のうち私立短期大学学生の

回答の内訳と比べた（表 1）。

生は活動範囲が拡大することから、対人関係をこれ

までよりも広げられる生活環境にある。ただし人間

関係の幅と質は、本人に他者と関わりたい気持ちが

あるか、他者と良好な対人関係を築くことができる

か否かによると思われる。

　看護学科に所属する学生は、カリキュラムの関係

上、他学科に比べて授業科目や課題量が多い。また、

対人援助職を目指す学生であるとともに、授業では

ディスカッションや技術練習など仲間との協力関係

が欠かせない。ストレスの感じ方に個人差はあるが、

学生当人が「学業面で処理できないほどの負荷がか

かっている」、「対人関係がつらい」と感じることは、

心身の不調や休学・退学などへとつながる可能性も

否めない。したがって、授業への参加状況や授業時

の様子、友人や教員とのコミュニケーションのあり

方が気になる学生をできるだけ早期に発見し、本人

のおかれている状況や本人の希望を把握して、適切

に対処することが望まれる。

　そこで本研究では、本学看護学科の所属学生にお

ける悩みやストレスの状況に焦点を当て、1）学生

の悩みやストレス状況を把握すること、2）退学生

の回答傾向から早期対応の必要な学生の発見につな

がる示唆を得ることの 2 点を目的とした。

Ⅱ　方法

1．調査デザイン　実態調査研究

　授業時間内に集団で、自記式による質問紙調査を

一斉に実施した。

2．調査期間　2017 年 7 月

3．調査対象　本学看護学科 1、2 年生　計 143 名

　　　　　　   1 年生 78 名、2 年生 65 名

4．調査方法　無記名による自記式質問紙調査

5．調査内容

　質問紙の構成は、1）フェイスシート、2）不安

や悩みに関する質問項目、3）ストレスに関する質

問項目であった。

　不安や悩みに関する質問項目は、日本学生支援

機構（2014）の平成 26 年度学生生活調査（以下、

JASSO 調査）にて使用された質問項目（5 項目）

を用い、「大いにある（4 点）」～「全くない（1 点）」

の 4 件法にて回答を求めた。

　ストレスに関する調査項目には、大学生の一般的

なストレッサーを調べる質問項目と、看護学生に特

有のストレッサーを調べるための質問項目を使用し

た。大学生の一般的なストレッサーの測定には、嶋

（1999）の大学生用日常生活ストレッサー尺度（32

項目）を使用した。看護学生に特有のストレッサー

を調べる質問項目は、竹内（1996）が示した看護

学生のストレッサー（24 件）を参照して共同研究
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あるか調べるために Mann-Whitney の U 検定を、

下位尺度得点に学年による違いがあるかをみるため

には t 検定を行った（表 2）。

　全般的な回答傾向に関しては、1 年生、2 年生と

もに最も大きなストレスとして捉えられていたのは

「試験勉強が大変」であった。1 年生の第 2 位以下

かつ平均 2.00 以上の項目は、「進級への不安」「身

体的な疲れ」「レポートやゼミの準備が大変」「自分

の将来への不安」「成績が思わしくない」と続いた。

一方、2 年生は、「試験科目が多い」「身体的な疲れ」

「進級への不安」「成績が思わしくない」「自分の将

来への不安」「授業についていくのが大変」「レポー

トやゼミの準備が大変」であった。項目の順位は学

年により異なるが、2 年生の「試験科目が多い」以

外は両学年ともに平均 2.00 以上の項目であり、学

生が感じているストレスの要素のうち上位の傾向

は、学年に問わず似ていることが分かった。

　Mann-Whitney の U 検定において有意差がみら

れた項目は「試験科目が多い」（p = 0.000）、「誰か

とけんかをした」（p = 0.000）、「他人から失望させ

られた」（p = 0.006）、「生活環境の大きな変化」（p 

= 0.001）、「嫌いな人とも付き合わねばならない」（p 

= 0.014）、「講義や実習が自分の関心とあわない」（p 

= 0.014）、「他人から不愉快な目に合わされた」（p 

= 0.024）、「おもしろくない授業」（p = 0.040）であっ

た。有意差がみられた 8 項目のうち、1 年生のほう

が 2 年生よりも「気になった」と答える傾向が有

意に高かったのは「生活環境の大きな変化」のみで、

それ以外の 7 項目は 2 年生のほうが 1 年生よりも

有意に高く「気になった」と答える傾向がみられた。

大学生用日常生活ストレッサー尺度の 4 つの下位

尺度得点における t 検定では、「対人ストレッサー」

において有意差がみられ、2 年生の方が 1 年生より

も対人関係におけるストレスを強く感じていること

が示された（t（121）= － 3.122, p < .01）。

　1 年生、2 年生ともに「大いにある」の回答率が

3 割弱と最も高かった質問項目は、「希望の就職先

や進学先へ行けるか不安だ」であった。JASSO 調

査においても「大いにある」の回答率が最も高かっ

た項目であり（24.0％）、「少しある」から「全くな

い」までの他の選択肢への回答内訳においても、本

学の調査結果とほぼ同じ傾向がみられた。

　次いで回答率が高かったのは「授業の内容につい

ていっていない」であり、両学年ともに 15％前後

の学生が「大いにある」と答え、「少しある」と回

答した学生も 4 割前後にのぼった。この項目につ

いて、本学看護学科の調査協力者全体（N ＝ 123）

の回答傾向と JASSO 調査（私立短期大学学生，N
＝ 3,488）の回答傾向との違いを調べるために、

JASSO 調査の公表資料から回答人数を割り出して

X 2 検定を行った結果、1％水準での有意差が認めら

れ、本学学生は学業面での不安や悩みを抱えやすい

傾向にあることが分かった（X 2 (3) ＝ 50.026, p 

< .01）。

　「卒業後にやりたいことがみつからない」は、本

学学生は JASSO 調査に比べて「少しある」が有意

に少なく、「全くない」が有意に多かった（X 2(3)

＝ 16.335, p < .01）。「経済的に勉強を続けるのが

難しい」においては、本学学生は JASSO 調査に比

べて「全くない」の回答が有意に多い傾向がみられ

た（X 2 (3) ＝ 6.668, p < .10）。「学内の友人関係の

悩みがある」においては、本学学生は JASSO 調査

に比べて「あまりない」が有意に少なく、「全くない」

が有意に多かった（X 2 (3) ＝ 13.596, p < . 01）。

2．ストレスの状況と学年による違い

　日常生活上のストレスに関する質問（嶋，1999）

への項目別の回答状況および下位尺度得点と、看護

学生のストレスに関する質問への回答状況につい

て、学年別の結果を算出した。また、ストレスに関

する質問項目の回答傾向について学年による違いが

表 1 不安や悩みの状況（JASSO調査との比較） 

1 年生（N = 69），2 年生（N = 54），JASSO 調査（N＝3,488） 

 

本学
1年生

本学
2年生

JASSO
本学
1年生

本学
2年生

JASSO
本学
1年生

本学
2年生

JASSO
本学
1年生

本学
2年生

JASSO
本学
1年生

本学
2年生

JASSO

授業の内容について
いっていない

16.7 13.0 3.7 44.4 36.2 29.7 22.2 26.1 44.6 16.7 24.6 22.0 0.0 0.0 0.1 

卒業後にやりたいこと
がみつからない

5.6 8.7 7.5 7.4 5.8 20.4 35.2 26.1 29.1 51.9 59.4 42.9 0.0 0.0 0.1 

希望の就職先や進学先
へ行けるか不安だ

27.8 26.1 24.0 40.7 20.3 35.4 11.1 21.7 18.8 20.4 31.9 21.6 0.0 0.0 0.1 

経済的に勉強を続ける
ことが難しい

0.0 1.4 2.6 14.8 7.2 12.2 38.9 27.5 40.1 46.3 63.8 45.0 0.0 0.0 0.2 

学内の友人関係の悩み
がある

7.4 1.4 2.8 14.8 8.7 14.0 22.2 20.3 35.0 55.6 69.6 48.1 0.0 0.0 0.1 

（単位：％）

大いにある 少しある あまりない 全くない 無回答

質問項目
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Mean SD Median Mean SD Median

試験勉強が大変 2.84 1.13 3 2.89 1.09 3 n.s a
進級への不安 2.30 1.43 2 2.26 1.39 3 n.s a
身体的な疲れ 2.28 1.24 2 2.52 1.13 2 n.s a
レポートやゼミの準備が大変 2.22 1.24 2 2.02 1.49 2 n.s a
自分の将来への不安 2.14 1.42 2 2.09 1.43 2 n.s a
成績が思わしくない 2.12 1.31 2 2.25 1.18 2 n.s a
授業についていくのが大変 2.01 1.34 2 2.04 1.30 2 n.s a
現実と理想の自分のギャップ 1.71 1.39 2 1.87 1.49 2 n.s a
就職についての不安 1.57 1.54 1 1.81 1.39 2 n.s a
生活環境の大きな変化 1.54 1.41 1 0.74 1.10 0 ** a
おもしろくない授業 1.50 1.28 1 1.93 1.13 2 * a
身体の調子がよくない 1.43 1.36 1 1.81 1.30 2 n.s a
自分の容姿や外見への不満 1.39 1.23 1 1.48 1.28 1 n.s a
自分の性格が気に入らない 1.22 1.35 1 1.61 1.39 2 n.s a
生活条件の悪さ 1.07 1.17 1 1.00 1.01 1 n.s a
自分が何をすべきかわからない 1.07 1.28 1 0.78 1.06 0 n.s a
大切なものをなくした 0.94 1.35 0 1.13 1.40 1 n.s a
嫌いな人とも付き合わねばならない 0.93 1.14 1 1.39 1.20 1 * a
他人から失望させられた 0.91 1.26 0 1.46 1.31 1 ** a
不愉快な知人の存在 0.84 1.11 0 1.17 1.22 1 n.s a
学校の規則制度への不満 0.78 0.98 0 1.15 1.19 1 n.s a
大学の環境の悪さ 0.72 0.91 0 1.07 1.23 1 n.s a
身体が弱い 0.72 1.19 0 1.02 1.21 1 n.s a
周囲の人の無理解 0.70 1.02 0 0.72 0.88 0 n.s a
他人から不愉快な目に合わされた 0.68 1.02 0 1.13 1.20 1 * a
衣食住が十分でない 0.67 1.09 0 0.74 0.99 0 n.s a
空虚感に悩まされる 0.66 0.97 0 0.98 1.30 0 n.s a
私を嫌っている人がいる 0.59 0.94 0 0.91 1.25 0 n.s a
他人から冷たい態度を取られる 0.52 0.87 0 0.91 1.17 0 n.s a
退屈で何もすることがない 0.52 1.05 0 0.62 0.92 0 n.s a
誰かとけんかをした 0.41 1.02 0 1.46 1.42 1 ** a
大きな怪我や病気 0.36 0.89 0 0.39 0.68 0 n.s a
実存的（自己）ストレッサー 10.19 7.49 11.25 7.30 n.s b
対人ストレッサー 5.58 5.66 9.15 7.02 ** b
大学・学業ストレッサー 14.40 6.65 15.64 6.36 n.s b
物理・身体的ストレッサー 9.01 6.35 9.35 4.90 n.s b
試験科目が多い 1.64 1.29 2 2.70 1.45 3 ** a
疾病や死、命を預かることが不安 1.41 1.30 1 1.36 1.29 1 n.s a
自分の意志をうまく伝えられない 1.23 1.30 1 1.13 1.29 1 n.s a
通学環境がよくない 1.12 1.24 1 0.93 1.23 0 n.s a
看護教員との関わり 1.07 1.08 1 0.83 0.93 1 n.s a
授業に集中できる環境でない 0.81 0.91 1 0.78 0.90 1 n.s a
友人との関わり 0.78 1.01 0 1.08 1.17 1 n.s a
講義や実習が自分の関心とあわない 0.72 0.97 0 1.19 1.17 1 * a
患者との関わり 0.71 1.07 0 0.46 0.82 0 n.s a
ナースとの関わり 0.68 0.99 0 0.46 0.72 0 n.s a
態度について度々注意を受ける 0.41 0.75 0 0.28 0.56 0 n.s a
      ** p < .01    *  p < .05 n.s.：not significant    a：Mann-Whitney U  test    b：t -test

質問項目および下位尺度名
1年生　（N = 69）
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表２　ストレスに関する項目への回答状況（学年別）



3．退学者の回答傾向

　本調査の実施後に退学した学生 4 名にどのよう

な特徴がみられるかを調べた。対象者の人数が少な

く、統計的な検証が難しいことから、退学生の回

答内容の実態や在学生 119 名との対比の試みには、

項目別の回答傾向を確認することとした。

　退学者の 4 名中 3 名以上が 3 点（「かなり気になっ

た」）以上の選択肢を選んでいた質問項目は、「授業

についていくのが大変」、「成績が思わしくないこ

と」、「試験勉強が大変」、「進級への不安」、「自分の

将来への不安」、「現実の自分の姿と理想のギャッ

プ」、「自分の意思をうまく伝えられないこと」の 7

項目であった。

　ストレス・不安・悩みに関する質問 48 項目それ

ぞれの平均値を、退学者・在学者に分けて算出し、

退学者がより強くストレスや悩みを抱えている項

目を割り出すために「退学者の平均値－在学生の

平均値」を計算した。質問項目を平均値の差の順

に並べたものを表 3 に示す。

 

表３ ストレスに関する項目への回答状況（在学生・退学者） 

 

MIN MAX Mean SD MIN MAX Mean SD

自分の意志をうまく伝えられない 0 4 1.14 1.26 0 4 2.50 1.73 1.36
現実と理想の自分のギャップ 0 4 1.74 1.42 1 4 3.00 1.41 1.26
進級への不安 0 4 2.25 1.41 2 4 3.25 0.96 1.00
自分の将来への不安 0 4 2.09 1.43 2 4 3.00 0.82 0.91
授業についていくのが大変 0 4 2.00 1.33 2 3 2.75 0.50 0.75
試験勉強が大変 0 4 2.84 1.11 2 4 3.50 1.00 0.66
レポートやゼミの準備が大変 0 4 2.11 1.36 2 4 2.75 0.96 0.64
疾病や死、命を預かることが不安 0 4 1.36 1.29 1 3 2.00 1.15 0.64
就職についての不安 0 4 1.66 1.48 1 4 2.25 1.50 0.59
自分の容姿や外見への不満 0 4 1.41 1.24 0 4 2.00 1.63 0.59
生活環境の大きな変化 0 4 1.17 1.34 0 3 1.75 1.26 0.58
看護教員との関わり 0 4 0.95 0.98 0 4 1.50 1.91 0.55
授業の内容についていっていない 1 4 2.46 1.00 3 3 3.00 0.00 0.54
大切なものをなくした 0 4 1.01 1.36 0 4 1.50 1.73 0.49
試験科目が多い 0 4 2.09 1.48 2 3 2.50 0.58 0.41
他人から不愉快な目に合わされた 0 4 0.87 1.10 0 4 1.25 1.89 0.38
身体的な疲れ 0 4 2.37 1.20 2 4 2.75 0.96 0.38
成績が思わしくない 0 4 2.16 1.24 0 4 2.50 1.73 0.34
講義や実習が自分の関心とあわない 0 4 0.92 1.09 0 2 1.25 0.96 0.33
授業に集中できる環境でない 0 4 0.79 0.90 0 2 1.00 1.15 0.21
空虚感に悩まされる 0 4 0.80 1.13 0 3 1.00 1.41 0.20
大きな怪我や病気 0 4 0.37 0.81 0 1 0.50 0.58 0.13
大学の環境の悪さ 0 4 0.87 1.09 1 1 1.00 0.00 0.13
自分の性格が気に入らない 0 4 1.39 1.38 0 3 1.50 1.29 0.11
学校の規則制度への不満 0 4 0.94 1.10 0 2 1.00 0.82 0.06
衣食住が十分でない 0 4 0.70 1.05 0 2 0.75 0.96 0.05
経済的に勉学を続けるのが難しい 1 4 1.56 0.72 1 2 1.50 0.58 -0.06
学内の友人関係の悩みがある 1 4 1.56 0.86 1 2 1.50 0.58 -0.06
希望の就職先へ行けるか不安 1 4 2.56 1.15 1 4 2.50 1.29 -0.06
ナースとの関わり 0 3 0.59 0.89 0 2 0.50 1.00 -0.09
態度について度々注意を受ける 0 3 0.35 0.68 0 1 0.25 0.50 -0.10
患者との関わり 0 4 0.61 0.98 0 2 0.50 1.00 -0.11
卒後にやりたいことがみつからない 1 4 1.66 0.91 1 2 1.50 0.58 -0.16
他人から失望させられた 0 4 1.16 1.32 0 2 1.00 0.82 -0.16
友人との関わり 0 4 0.92 1.10 0 2 0.75 0.96 -0.17
おもしろくない授業 0 4 1.69 1.23 0 3 1.50 1.29 -0.19
自分が何をすべきかわからない 0 4 0.95 1.20 0 2 0.75 0.96 -0.20
周囲の人の無理解 0 4 0.71 0.97 0 1 0.50 0.58 -0.21
生活条件の悪さ 0 4 1.05 1.10 0 2 0.75 0.96 -0.30
退屈で何もすることがない 0 4 0.58 1.01 0 1 0.25 0.50 -0.33
身体の調子がよくない 0 4 1.61 1.35 0 2 1.25 0.96 -0.36
他人から冷たい態度を取られる 0 4 0.71 1.04 0 1 0.25 0.50 -0.46
私を嫌っている人がいる 0 4 0.75 1.11 0 1 0.25 0.50 -0.50
身体が弱い 0 4 0.87 1.21 0 1 0.25 0.50 -0.62
誰かとけんかをした 0 4 0.89 1.33 0 1 0.25 0.50 -0.64
嫌いな人とも付き合わねばならない 0 4 1.15 1.20 0 1 0.50 0.58 -0.65
不愉快な知人の存在 0 4 1.01 1.18 0 1 0.25 0.50 -0.76
通学環境がよくない 0 4 1.06 1.24 0 1 0.25 0.50 -0.81

退学者平均‐

在学生平均

退学者　（Ｎ＝4）
質問項目

在学生　（Ｎ＝119）
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　在学生における質問項目それぞれの平均値のう

ち、最も高いものは「試験勉強が大変」の 2.84 で

あり、3.00 を超えるものはなかったが、退学者で

は「試験勉強が大変」、「進級への不安」、「現実と

理想へのギャップ」、「自分の将来への不安」、「授

業の内容についていっていない」の 5 項目におい

て平均値が 3.00 を超えていた。

　退学者の平均値が在学生よりも 0.50 以上高かっ

た項目は、差が大きかった順に「自分の意思をう

まく伝えられない」、「現実と理想の自分のギャッ

プ」、「進級への不安」、「自分の将来への不安」、「授

業についていくのが大変」、「試験勉強が大変」、「レ

ポートやゼミの準備が大変」、「疾病や死、命を預

かることが不安」、「就職についての不安」、「自分

の容姿や外見への不満」、「生活環境の大きな変化」、

「看護教員との関わり」、「授業の内容についていっ

ていない」の 13 項目であった。平均値の差が最

も大きかった「自分の意思をうまく伝えられない」

に反して、「学内の友人関係に悩みがある」、「他人

から失望させられた」、「友人との関わり」、「他人

から冷たい態度を取られる」、「私を嫌っている人

がいる」、「誰かとけんかをした」、「嫌いな人とも

付き合わねばならない」、「不愉快な知人の存在」等、

対人関係ストレスを問う項目の多くは、在学生の

平均値の方が高く、退学者 4 名の回答は最も高い

ものでも「少し気になった（2 点）」であった。

Ⅳ　考察

1．不安や悩みの状況

　不安や悩みに関する質問 5 項目においては、

JASSO 調査のうち全国私立短期大学生の回答傾向

を参照し、本学の看護学科学生の状況や特徴を捉

えることを目的として集計した。JASSO 調査は実

施から結果公表までに時間がかかることから、本

調査と同年の調査データとを比べることはできな

かったが、最新版の調査結果を参照した。

　「希望の就職先や進学先へ行けるか不安だ」、「学

内の友人関係の悩みがある」は、全国的な私立短

期大学生と同様の傾向であることが分かった。5 項

目の中で、学生の最も大きな悩みは「将来への不安」

であった。短期大学入学までは入学試験により進

路を決めてきた学生たちにとって、就職活動はよ

りハードルの高い試練であると言えるだろう。ま

た就職への不安は、自分自身を見つめ、自分らし

さを見いだすという青年期の課題とも関係してい

ると思われる。

　「卒業後にやりたいことがみつからない」は、本

学学生よりも JASSO 調査の回答率のほうが「少

しある」の回答率が高い傾向にあった。看護学科

への入学には、入試時点から「看護師になりたい」

という目的意識を持っていることが前提であるた

め、「将来やりたいこと」が明確になっている学生

の割合が多いと言える。しかし、本学の学生には

「大いにある」、「少しある」と答えた者が 1 年生・

2 年生ともに 15％弱おり、特に「大いにある」と

回答した学生は学業継続に対するモチベーション

があるかどうかが懸念される。菱沼・大橋（2013）

が行った、複数の大学の基礎看護学担当教員を対

象とした調査からは、1・2 年次の看護学生の特徴

のひとつとして「看護が目的ではない学生の増加」

が示されており、本学の調査結果もこの傾向に沿っ

たものである可能性が考えられる。

　「授業の内容についていっていない」への回答状

況より、本学の学生は学業面の不安や悩みを抱え

やすい傾向にあることが示唆された。「授業へつい

ていけない」と感じている学生は、「大いにある」

と「少しある」とを加えると、1 年生は 6 割を超え、

2 年生では約 5 割に達していた。高校までの基礎

学習の積み残しや化学・生物の履修経験がないこ

とに起因するレディネスの欠如や、難易度の高さ

についていけないこと、提示された課題の量に対

して処理が追いつかないことなど、背景として様々

な可能性が推測される。

　本学においては、基礎学力に課題を持つ学生も

少なからず入学してくることから、2 年次の難易度

のより高い履修科目や実習へ対処する前段階とし

て、1 年次の基礎学力の底上げが必要といえる。そ

のため、入学早々から授業と並行して、看護に関

連する基礎学習を定期的に繰り返し学習すること

により、知識の定着を図ることが望ましいと考え

られる。

　基礎学力の定着や、レディネスの問題だけでは

なく、コミュニケーション力も学生たちの中に育

てたいものの一つと言えるだろう。学生時代のう

ちに様々な機会をとおして体験を積み重ね、表現

力や思考力を伸ばしていくことが大切である。授

業のなかで学生同士がディスカッションする時間

を設けることも有効であろう。

　低学年（1 年生）の学習に最高学年（3 年生）の

協力を得ることも方策の一つである。3 年生にとっ

て、下級生へ基礎知識の復習などを指導すること

は自分自身の復習にもなり、知識の定着へとつな

がる。1 年生にとっては、自分たちの数年先を行

く先輩に対して親近感を持つものであり、看護教

員による学習指導とは異なる角度からの学びを得

ることができるだろう。また、普段の授業におい

ては同学年の仲間とのやりとりが主となるが、上

級生から教えてらい、関わりをもつ体験を通して、
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学年を超えたコニュミケーション力を育むことが

できると思われる。

2．ストレスの状況と学年による違い

　ストレスに関する調査結果より、本学の看護学

科の学生が抱える主なストレス要因は、「授業の課

題・試験・成績」と関連する「いま取り組んでい

る勉学上の課題の大変さ」と、「進級・将来」に関

連する「これからの自分についての不安」である

ことが分かった。両学年ともに「試験勉強が大変」

を最も大きなストレスとして捉え、進級への不安

を訴える傾向がみられた。本調査の実施時期は、

前期の期末試験がこれから始まろうとする時点で

あり、期末試験の勉強に取り組み始めていたこと

とも関係していると思われる。2 年生において、「試

験科目の多さ」のストレスが 1 年生よりも有意に

高くなることも、カリキュラムから容易に推測で

きる。また、看護学科は授業や試験科目の多さだ

けではなく、宿題・小テスト・実技試験なども行

われていることから、時間的なゆとりが少なく、「身

体的な疲労」を感じる学生が多いと言えるだろう。

学年別にみると、1 年生に特有のストレス要因は生

活環境の変化であった。岩崎ら（2005）は、新入

学～夏休み前の時期の看護学科の 1 年生の精神健

康度には、新しい生活や人間関係の影響があるこ

とを示唆している。本調査の実施時期は、入学か

ら 3 ヶ月を迎えたところであった。岩崎ら（2005）

の調査結果と今回の調査結果の傾向は一致してお

り、大学生活や下宿生活に慣れるまでには、もう

少し時間を要するものと思われる。生活環境に慣

れ、大学の友人関係が安定するまでの間は、それ

以前に比べてソーシャルサポートを得にくい状況

にある。学生が必要としている情報を提供したり、

授業前後の教員からの声かけをしたりすることな

どが大学への適応をより円滑に進めることにつな

がるだろう。

　2 年生の人間関係に関するストレスは、1 年生に

比べて有意に高かった。1 年生の場合は、同学年の

学生同士で諸活動を共にする時間をそれほど多く

は経験しておらず、お互いの人となりを知って対

人関係が深まるまでには時間を要するものと思わ

れる。2 年生は、授業中の演習や技術練習など、学

生同士が協力して取り組む活動を数多く経験して

きており、今後も同様の機会を多く持つことを承

知しているため、「嫌な人とも付き合わなければな

らない」と感じる傾向がみられたのかもしれない。

　また、2 年生においては「講義や実習が自分の関

心とあわない」と感じる傾向が 1 年生に比べて有

意に高かった。2 年生は、1 年生に比べて専門性の

高い学習内容を身につけ、複数の実習を経験して

いる。調査時期は 3 年間の課程の折り返し地点に

相当し、実習がこれから本格化していく中での回

答であった。これらをふまえると、全項目中の順

位は中盤付近にあるものの、自分自身の職業適性

や進路変更について悩んでいる退学予備軍が含ま

れている可能性がある。授業への参加や課題への

取り組み方、学内での対人関係、態度や様子の変

化など、気になる学生に対しては、早期の段階で

学生本人の思いを聞き、解決策を検討することが

望ましい。

3．退学者の回答傾向

　退学者の回答については、分析対象者数が少な

いことや、個々の事情・背景が様々であることか

ら統計による検証に限界がある。しかし、在学生

の平均点の傾向に比べて、複数の項目において強

いストレスを訴え、平均点に 0.5 点以上の差がひ

らくといった特徴がみられ、退学しようか迷って

いる学生がストレスを抱える可能性のある事柄へ

の示唆が得られた。

　退学者の回答に目立った特徴がみられたのは「自

分の意思をうまく伝えられないこと」、「進級への

不安」、「自分の将来への不安」、「試験勉強が大変」、

「授業についていくのが大変」、「現実の自分の姿と

理想のギャップ」等であった。これらの項目はい

ずれも、在学者の多くがストレスとして感じてい

る傾向がみられたものであったが、退学者におい

ては特に強くストレスと感じていることが窺えた。

「生活環境の大きな変化」や「看護教員との関わり」

は、ストレスの度合い（平均値）はそれほど高く

ないものの、在学生と比べてストレスと感じやす

い可能性がある。対人関係のストレスを抱えてい

る可能性を想定したが、該当する質問項目はなく、

むしろ在学生よりも得点が低い項目も多かった。

「他者へ自分の意思を伝えることの苦手さ」を抱え

ていることから、学科内の友人関係はそれほど広

くも深くもなく、心理的に安心できる相手との間

でのみ関わっている可能性も考えられる。

　退学者に特徴的なものとして挙げられた質問項

目の内容をまとめると、退学者は「学業へのつい

ていけなさ」、「将来への不安」、「自分自身への自

信のなさ」、「自己開示の苦手さ」、「他者と関わる

ことの苦手さ」を抱える傾向にあると言えるだろ

う。自分の意思を伝えることが苦手であり、在学

生に比べて看護教員との関わりにも苦手さを感じ

ていることから、大学生活を送るなかで何らかの

悩みを抱えていても、自分から教員へ相談するこ

とが難しく、悩みが深刻になってから打ち明ける
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など、一人で悩みを抱え込みやすい傾向にある学

生像が窺える。

　富樫ら（2006）は看護師養成所に入学した 1 割

弱の学生が退学し、1 割弱の学生が留年している実

態を示しており、本田（1994）は、看護学生の 6

割以上が「学校をやめたい」と思ったことがある

ことを調査から明らかにした。どの看護師養成所

においても、留年・休学・退学する学生をはじめ、

一時でも「学校をやめたい」と考える学生は、一

定の割合で存在することが窺える。本研究の調査

には、「学校をやめたいと思ったことがあるか」を

具体的に問う質問項目を設けなかったが、本学に

おいてよりよい支援方法を検討していくためにも、

留年・休学・退学する可能性のある学生がどのよ

うな困難感を抱き、どのようなニーズがあるのか

検討していくことを今後の課題としたい。

Ⅴ　結論

　本学の看護学科 1、2 年生の悩みや不安、ストレ

スに関する実態調査から得られた結果は、以下の

通りである。

1）本学看護学科の学生の、入学・進級から 3 ヶ月

　後の時点における不安や悩みについて全国私立

　短期大学学生の傾向と比べた結果、「授業の内容

　についていっていない」という悩みが顕著であ

　ることが分かった。

2）1 年生・2 年生が共通して抱えているストレスは、

　試験勉強の大変さ、進級への不安、身体的な疲れ、

　課題準備の大変さ、などであった。

3）学年によるストレスの違いは、1 年生において

　は生活環境の大きな変化が、2 年生では人間関係

　のストレスが目立った。

4）退学者における人間関係のストレスは、在学

　生に比べて低かったが、自分自身への自信のな

　さ、自己開示の苦手さ、他者と関わることの苦

　手さと関連する項目において、在学生よりもス

　トレスを強く感じている可能性が示唆された。

おわりに

　今回の調査から、本学看護学科の 1 年生と 2 年

生が抱える悩みやストレスの全般的な傾向を把握

することができた。また、退学者の回答傾向を確

認し、「なるべく早期に教員から支援の手を差し伸

べるとよい学生」のおおよそのイメージを知るこ

とができた。今後は、同様のアンケートを再び実

施し、学生生活のリズムに伴う適応状態の推移を

確認したい。
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